
ご
あ
い
さ
つ

　

新
春
の
候
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、湖
誠
会
に
対
し
ま
し
て
、温

か
い
御
支
援
と
御
厚
情
を
賜
り
、
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
１
月
か
ら
感
染
の
兆
候
を

見
せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
瞬
く
間
に
世
界
中
に
蔓
延
し
、
国
内

で
は
４
月
に
全
都
道
府
県
を
対
象
と
し

た
緊
急
事
態
宣
言
が
政
府
か
ら
発
出
さ

れ
、
７
月
に
開
催
予
定
で
あ
っ
た
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

１
年
延
期
さ
れ
る
な
ど
、
未
曾
有
の
混

乱
を
経
験
し
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
感
染
防
止
と
地

域
経
済
の
再
生
に
向
け
、
佐
藤
市
長
を

筆
頭
に
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
絶
え
間

の
な
い
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
未
だ
収
束
の
様
相
を
呈

し
な
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
今
後
は

さ
ら
な
る
感
染
の
長
期
化
を
見
据
え
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時

代
を
想
定
し
た
新
し
い
生
活
様
式
の
確

立
と
医
療
体
制
の
拡
充
に
向
け
、
引
き

続
き
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、去
る
11
月
通
常
会
議
で
は
、補

正
予
算
及
び
条
例
関
係
な
ど
を
含
む
計

29
議
案
を
審
査
し
、
令
和
３
年
度
か
ら

４
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
本
市
総
合

計
画
・
第
２
期
実
行
計
画
や
市
立
大
津

市
民
病
院
の
中
期
目
標
の
策
定
及
び
大

津
市
・
志
賀
町
合
併
建
設
計
画
の
変
更

に
加
え
、
本
市
の
新
た
な
独
自
施
策
で

あ
る
新
生
児
等
特
別
定
額
給
付
金
を
含

め
た
感
染
症
対
策
に
伴
う
各
種
給
付
金

の
追
加
経
費
や
市
民
セ
ン
タ
ー
窓
口
で

の
待
ち
時
間
短
縮
等
に
資
す
る
受
付
番

号
発
券
機
類
の
導
入
費
用
な
ど
を
含
む

総
額
約
32
億
６
千
万
円
の
補
正
予
算
を

議
決
い
た
し
ま
し
た
。

　

湖
誠
会
で
は
、
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
に
必
要
な
施
策
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
か
ね
て
よ
り
要
望
し
て
い
る
道

路
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
社
会
保
障
と
教
育

環
境
の
充
実
を
目
指
し
、「
夢
が
あ
ふ
れ

る
ま
ち
大
津
」
の
実
現
に
向
け
、
行
政

と
連
携
し
、
所
属
議
員
が
一
丸
と
な
っ

て
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
湖
誠
会
な
ら
び
に
会
派
所

属
議
員
に
対
し
、変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す

公職選挙法により、議員による時候の挨拶状・寄附行為などは禁止されています。ご理解をいただきますようよろしくお願い申し上げます。
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湖誠会は、地域の皆様の
お声を大切に大津の
将来を創造します

大 津 市
M A P

　コロナ禍において献身的に活動しておら
れる医療従事者を支え、総合的な感染防止
対策を充実します。中小企業者がコロナ不
況を乗り越えられるよう支援策を拡充させ
ます。交通事故や犯罪からお年寄りや子ど
もたちを守るために、交通安全施設の整備
を進めます。大津の未来に希望が持てるよ
うな新たな政策提案をしてまいります。

竹
た け

内
う ち

基
も と

二
じ

4 副幹事長

【現場の声が大切！】
　新型コロナウイルス感染症防止対策を図り、
新しい生活様式に順応される大津市民の心身
を支え、日々の暮らしを守っていける町づくり
に向けて取り組みます。
　地元の瀬田唐橋のように、人と人の交流や絆づく
りの担い手として『架け橋になる』ように行動します。
　そして、これからも大津、地元の声を大切に、
日
ひ

々
び

新
あらたなり

『利他を尽くす』政治をします。

寺
て ら

田
だ

英
ひ で

幸
ゆ き

6

　どのような状況にあっても、子どもたち
の声が聞こえ、笑顔が見られれば、地域が
元気になります。そして、それが未来につな
がります。地域の元気のためにできること
を考え、最善を尽くしてまいりますので、会
派へのご支援をよろしくお願いいたします。
　あたらしい生活様式を楽しめるように、
皆さんとともに歩んでいきましょう。

草
く さ

野
の

聖
せ い

地
じ

2 幹事（会計）

　堅田学区では仰木口交差点から東側へ
延長する都市計画道路３．５．１０１号が通学
路の安全や観光振興に寄与する道路とな
るよう早期の完成を目指し、今後とも皆様
のご意見もお聞きしながら、地域はもとよ
り、大津市全体の安心・安全なまちづくり
を目指し、誠心誠意取り組んで参ります。

仲
な か

野
の

弘
ひ ろ

子
こ

1

　まち作りの主役は市民の皆様です。未だ
かつて経験したことのない感染症等の対
応に市民の皆様も大変ご苦労いただいて
いると思います。
　一日も早く平穏な日常を取り戻し、住み
慣れた地域において安心して暮らせるよう、
負託を受けた者として、大津市とともに責
務を果たして参ります。

川
か わ

口
ぐ ち

正
ま さ

徳
の り

7 政調会長

【Otsu Re Born】
　コロナ禍の下で、私たちの身近な暮らし
も大きく揺らいでいます。そんな時代だか
らこそ、「優しい心」「厳しい心」「ときめく心」

「豊かな心」「美しい心」を忘れず、「大津に
心をとりもどしたい」と思います。そして今
年は、市民の皆様とともに、大津を生まれ変
わらせるために全力を尽くしてまいります。

竹
た け

内
う ち

照
て る

夫
お

3 幹事長

　コロナ禍の下、これまでの経験を活かし
て市の発展と市民のみなさまが安全で安
心して暮らせる大

ま ち

津づくりに取り組むとと
もに、将来を担ってくれる子どもたちが夢
と希望をもて、高齢者の方が健やかに暮ら
せる活気となごみのある地

ま ち

域づくりを目指
すため、みなさまのお声をお聞きし全力を
傾注してまいります。

近
こ ん

藤
ど う

眞
ま さ

弘
ひ ろ

5
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11
月
通
常
会
議
一
般
質
問
※
質
問
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

竹
内
　
基
二 

議
員

市
内
の
産
業
振
興
や
中
小
企
業
振
興
に
向
け
た

方
策
に
つ
い
て

　
本
市
で
は
、
商
工
団
体
等
提
案
事
業
補
助
金
を
活
用

し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
等
に
よ
り
一
時
的
な
商
店
街

の
需
要
喚
起
に
繋
が
っ
た
が
、
引
き
続
き
小
規
模
事
業

者
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
い
と
予
想
さ
れ
る
。
中
小

企
業
振
興
計
画
の
見
直
し
や
条
例
化
の
検
討
と
並
行

し
、
市
内
商
工
団
体
等
と
も
連
携
し
た
支
援
策
の
拡
充

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
本
市
に
集
積
し
て
い
る
商
工
会
や
商
工
会
議

所
、商
店
街
連
盟
等
の
支
援
機
関
と
の
連
携
は
重

要
か
つ
効
果
的
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
も
中
小
企
業

振
興
に
関
す
る
円
卓
会
議
で
情
報
共
有
等
を
図
っ
て
き

た
が
、
今
後
は
市
内
事
業
者
に
身
近
な
存
在
で
あ
る
商

工
団
体
等
の
機
能
を
活
か
す
た
め
、
更
に
連
携
を
推
進

し
て
い
く
。川

口
　
正
徳 

議
員

地
域
公
共
交
通
課
題
地
域
に
お
け
る

公
共
交
通
の
確
保
に
つ
い
て

　
バ
ス
路
線
の
維
持
に
向
け
た
上
田
上
地
域
で
の
実
証

実
験
は
、
利
用
者
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
原
因
、
課
題
、

運
行
便
数
、
時
間
帯
、
運
行
経
路
、
バ
ス
利
用
を
や
め

た
人
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
も
踏
ま

え
、
再
度
の
実
証
実
験
の
可
能
性
を
検
証
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
利
用
者
数
が
伸
び
な
い
原
因
は
人
口
減
少
や

高
齢
化
に
加
え
、福
祉
施
設
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
路
線
バ
ス
以
外
の
移
動
手
段
の
多
様
化
が
考
え
ら

れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
今
年
度
の
実
証
実
験

の
評
価
は
困
難
で
あ
る
が
、
引
き
続
き
再
度
の
実
証
実

験
の
必
要
性
に
つ
い
て
地
域
と
バ
ス
事
業
者
と
共
に
協

議
し
、
路
線
バ
ス
に
代
わ
る
移
動
手
段
も
提
案
し
て
交

通
課
題
解
消
に
取
り
組
む
。

寺
田
　
英
幸 

議
員

家
庭
系
ご
み
収
集
業
務
の

現
状
と
対
策
に
つ
い
て

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
ご
み
収
集
運
搬

事
業
者
は
深
刻
な
人
手
不
足
で
あ
り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
低
下
や
待
遇
改
善
に
伴
う
委
託
料
の
増
額
が
懸

念
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
側
の

市
民
や
事
業
者
の
声
を
聞
き
な
が
ら
デ
ジ
タ
ル
化
も
視

野
に
入
れ
、
安
定
し
た
業
務
の
継
続
に
向
け
て
議
論
を

深
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
ご
み
収
集
運
搬
事
業
者
の
現
状
に
対
応
す
べ

く
、ご
み
分
別
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
収
集
日
や
分

別
方
法
の
啓
発
を
行
い
、
大
型
ご
み
の
収
集
や
予
約
に

つ
い
て
も
、
現
在
L
I
N
E
を
使
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
構

築
中
で
あ
る
。
今
後
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た

積
極
的
な
情
報
発
信
に
つ
い
て
、
他
都
市
の
事
例
も
参

考
に
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問
、
答
弁
は
一
部
抜
粋
で
す
。
詳
し
く
は
大
津
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
本
市
は
、
竣
工
か
ら
20
年
以
上
経
過
し
た
な
ぎ
さ
公
園

の
魅
力
と
賑
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
な
ぎ
さ

公
園
周
辺
魅
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
、そ
の

一
環
と
し
て
11
月
24
日
㈫
に
琵
琶
湖
で
水
上
飛
行
機
の
実

証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
約
50
年
前
に
湖
上
で
運
用
さ
れ

て
い
た
水
上
飛
行
機
に
よ
る
遊
覧

飛
行
を
復
活
さ
せ
る
べ
く
、
当
日

は
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
参
加
者
な

ど
22
人
が
搭
乗
さ
れ
、関
西
国
際
空

港
か
ら
の
運
航
や
大
津・京
都
上
空

の
遊
覧
飛
行
を
体
験
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、商
業
運
行
に
よ
る
富
裕

層
向
け
の
誘
客
や
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の

新
た
な
交
通
手
段
と
し
て
の
活
用

を
目
的
に
、
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
時
代

に
お
け
る
観
光
モ
デ
ル
の
形
成
を
目

指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
11
月
23

日
㈪
、
京
都
市
内
の

ホ
テ
ル
に
て
自
民
党

京
都
府
連
と
滋
賀
県

連
が
合
同
で
、「
淀
川

水
系（
京
滋
地
区
）に

お
け
る
治
水
対
策
推

進
に
つ
い
て
の
勉
強

会
」
を
開
催
し
国
会

議
員
や
県
議
会
と
府

議
会
の
議
員
な
ど
お

よ
そ
1
0
0
名
が
参

加
し
、
湖
誠
会
か
ら
も
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
勉
強
会
は
、
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
の
部

長
に
大
戸
川
ダ
ム
の
経
緯
や
治
水
効
果
な
ど
に
つ
い

て
講
演
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
多
く
の
質
問
が

さ
れ
、
活
発
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
参

加
さ
れ
た
三
日
月
大
造
知
事
、
京
都
府
の
西
脇
隆
俊

知
事
も
流
域
を
守
る
大
戸
川
ダ
ム
整
備
に
つ
い
て
前

向
き
な
考
え
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
戸
川
ダ
ム
の
整
備
は
、
下
流
の
天
ヶ
瀬
ダ
ム
を

守
る
こ
と
に
な
り
、結
果
と
し
て
南
郷
洗
堰
の
全
閉
を

す
る
必
要
が
少
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
瀬
田
川
、
宇

治
川
流
域
の
住
民
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
こ
と
を
あ

ら
た
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

半
世
紀
ぶ
り
水
上
機
の
実
証
飛
行

大
戸
川
ダ
ム
整
備
の
必
要
性
を
確
認

本
市
の
取
り
組
み

湖岸に水上機が着水

近江大橋の上空

《大戸川ダムによる洪水調節の効果》
流域が平均的な湿潤状態で、平成25年台風18号が発生した場
合に、大戸川ダムが整備されていた場合、最大約1,200㎥/sの
流量を280㎥/sに低減させることが可能。

琵琶湖の上空から大津市役所を臨む 約50年前の湖岸の様子

約1,600万㎥貯留

大戸川ダムがない場合
最大約1,200㎥/s

大戸川ダムがある場合
最大280㎥/s

大戸川ダムに
貯留することで、
約1,000㎥/s低減
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北部クリーンセンター（建設中）

環境美化センター（建設中）
分けなび 検索

iPhone（iOS）
端末用AppStore（iPhone)・

Playストア(Android) 
でダウンロード！

Android
端末用

大津市ごみ分別アプリ「分けなび」


